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特特
選選
紙紙

【
分
会
の
部
】

「
は
な
は
た
」

足
立
支
部
花
畑
分
会

「
奥
戸
」

葛
飾
支
部
奥
戸
分
会

「
葛
の
花
園
」

江
戸
川
支
部
葛
西
第
二
分
会

「
葛
西
西
」

江
戸
川
支
部
葛
西
西
分
会

「
は
ら
か
ら
」

板
橋
支
部
徳
丸
分
会

「
ど
ん
ぐ
り
」

練
馬
支
部
早
宮
分
会

「
新
と
よ
た
ま
」

練
馬
支
部
新
豊
玉
分
会

「
き
た
み
」

世
田
谷
支
部
喜
多
見
分
会

「
あ
さ
の
ひ
か
り
」

西
多
摩
支
部
福
生
第
二
分
会

「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
〜
絆
〜
」

小
平
東
村
山
支
部
美
園
分
会

「
九
道
の
辻
」

小
平
東
村
山
支
部
南
分
会

【
青
年
部
の
部
】

「
い
っ
ぷ
く
」練

馬
支
部
青
年
部

【
主
婦
の
会
の
部
】

「
か
つ
し
か
」

葛
飾
支
部
女
性
の
会

「
あ
お
ぞ
ら
」

練
馬
支
部
高
松
分
会
主
婦
の
会

「
ひ
ま
わ
り
」

練
馬
支
部
旭
町
光
が
丘
分
会
主

婦
の
会

【
シ
ニ
ア
友
の
会
の
部
】

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
力
」
西
東
京

支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
友
の
会

入入
選選
紙紙

【
分
会
の
部
】

「
綾
瀬
」
足
立
支
部
綾
瀬
分
会

「
な
か
ま
」

江
戸
川
支
部
東
西
小
松
川
分
会

「
け
や
き
」

豊
島
支
部
南
池
袋
分
会

「
じ
ゅ
う
お
う
」

北
支
部
十
央
分
会

「
善
福
寺
タ
イ
ム
ズ
」

杉
並
支
部
善
福
寺
分
会

「
一
本
杉
」

西
多
摩
支
部
羽
村
第
三
分
会

「
野
火
止
分
会
」

小
平
東
村
山
支
部
野
火
止
分
会

【
青
年
部
の
部
】

「
た
ま
り
ば
っ
!!
」

西
多
摩
支
部
青
年
部

「
Ｍ
Ｅ
Ｎ
’S

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

小
平
東
村
山
支
部
青
年
部

【
主
婦
の
会
の
部
】

「
す
ま
い
る
」

豊
島
支
部
女
性
の
会

「
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」

練
馬
支
部
主
婦
の
会

「
い
な
ほ
」

多
摩
・
稲
城
支
部
女
性
の
会

「
主
婦
の
ち
え
」

八
王
子
支
部
主
婦
の
会

「
の
み
ち
」

西
多
摩
支
部
主
婦
の
会

【
シ
ニ
ア
友
の
会
の
部
】

「
シ
ニ
ア
友
の
会
会
報
」

練
馬
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会

「
あ
け
く
れ
」

渋
谷
支
部
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
町
田
・
サ
ッ
シ
・
中
村
洋
平

通
信
員
】
私
の
今
年
の
3
大
ニ
ュ

ー
ス
を
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
1
つ
目
は
、
や
っ
と
子
ど

も
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
わ
が
家
に

は
2
人
の
男
の
子
ど
も
が
お
り
ま

す
が
、こ
の
春
に
、下
の
子
が
社
会

に
出
ま
し
て
、
な
ん
と
か
子
育
て

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
2
つ
目
は
、
子
育
て
終

了
と
と
も
に
、
わ
が
家
の
同
居
家

族
が
、
夫
婦
と
愛
犬
だ
け
に
な
り

ま
し
た
。ほ
っ
と
す
る
と
と
も
に
、

な
ん
と
な
く
物
寂
し
く
も
あ
り
、

女
房
を
さ
ら
に
大
切
に
し
よ
う
か

と
も
…
。

3
つ
目
は
、
脱
サ
ラ
し
て
一
人

親
方
と
な
り
、
初
め
て
の
税
務
調

査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
立
会
調
査
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
決
戦
に
向
け
、

土
建
組
合
に
い
て
良
か
っ
た
と
、

つ
く
づ
く
思
っ
て
い
ま
す
。

中村さん

【
世
田
谷
・
大
工
・
佐
藤
好
男

通
信
員
】
東
京
土
建
が
結
成
さ
れ

て
70
年
に
な
り
ま
す
が
、
私
も
9

月
末
に
古
希
を
迎
え
、
土
建
と
同

じ
年
齢
で
す
。

何
よ
り
も
、
11
月
12
日
に
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
結
成

70
周
年
記
念
の「
東
京
土
建
祭
り
」

に
、
3
人
の
子
ど
も
と
4
人
の
孫

全
員
で
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
子

ど
も
は
3
人
と
も
女
で
、
京
王
よ

み
う
り
ラ
ン
ド
駅
近
辺
と
調
布
に

住
ん
で
い
て
和
気
あ
い
あ
い
。
当

日
は
、
江
戸
川
支
部
の
親
戚
と
も

会
え
ま
し
た
。

2
つ
目
は
、
集
団
健
診
で
再
検

査
を
勧
め
ら
れ
、
酒
の
飲
み
す
ぎ

と
分
か
り
、
担
当
医
は
「
酒
を
ま

っ
た
く
や
め
る
の
で
は
な
く
、
量

を
減
ら
す
努
力
を
」
と
言
わ
れ
、

薬
は
飲
ま
ず
に
毎
月
1
回
の
血
液

検
査
を
す
る
だ
け
で
、
体
調
が
良

く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

3
つ
目
は
、
東
京
都
議
会
議
員

選
挙
で
、
世
田
谷
と
私
の
住
む
狛

江
で
、
私
の
支
持
す
る
人
が
と
も

に
当
選
し
た
こ
と
と
、
総
選
挙
で

東
京
6
区
の
統
一
候
補
者
が
当
選

し
た
こ
と
で
す
。

佐藤（好）さん

【
八
王
子

・
大
工
・
山

田
光
政
通
信

員
】
6
月
中

旬
に
、
友
人

仲
間
と
旅
行

で
函
館
に
行

き
ま
し
た
。

旅
行
代
金
が

高
い
の
で
、

最
初
は
参
加

し
な
い
つ
も

り
で
い
ま
し

た
。
出
発
2

日
前
に
家
内

が
「
旅
行
ど
う
す
る
の
よ
」
と
言

っ
て
き
た
の
で
「
不
参
加
と
伝
え

て
あ
る
」
と
言
う
と
、
「
旅
行
代

金
は
支
払
い
済
み
」
と
の
返
事
に

涙
が
…
。
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

2
つ
目
は
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

最
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
。

教
宣
部
と
有
志
に
よ
る
作
品
で
、

教
宣
部
会
の
仲
間
と
デ
コ
制
作
が

で
き
た
こ
と
は
、
至
福
の
時
間
で

し
た
。

3
つ
目
は
、
「
支
部
シ
ニ
ア
友

の
会
」
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
母

と
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
母
は
81

歳
で
す
。目
的
地
は
牛
久
大
仏
で
、

母
が
行
き
た
が
っ
て
い
た
場
所
で

し
た
。
シ
ニ
ア
友
の
会
の
会
員
の

方
に
は
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、親
孝
行
が
で
き
ま
し
た
。

【
北
・
左
官
・
中
西
昭
一
通
信

員
】
今
年
嬉
し
か
っ
た
こ
と
と
い

え
ば
、
1
年
間
を
通
し
て
仕
事
が

切
れ
ず
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、電
動

自
転
車
を
買
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
買
っ
た
理
由
は
、
仕
事
で
の

通
勤
で
使
う
た
め
で
し
た
。
以
前

か
ら
欲
し
か
っ
た
1
つ
で
し
た
。

感
想
は
、登
り
坂
が
一
番
ラ
ク
で
、

普
通
に
こ
い
で
い
る
だ
け
で
ラ
ク

に
登
っ
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
家

か
ら
30
分
ぐ
ら
い
で
も
苦
に
な
ら

ず
に
通
勤
し
ま
し
た
。

驚
い
た
こ
と
と
い
え
ば
11
月

頃
、
以
前
か
ら
の
腰
痛
持
ち
で
3

日
以
上
痛
か
っ
た
の
で
医
者
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
脊
髄
が
神
経
を
押

し
て
い
る
と
言
わ
れ
神
経
痛
と
の

診
断
で
し
た
。
治
療
と
し
て
は
薬

で
痛
み
を
紛
ら
せ
る
し
か
な
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
腰
痛
と
の
長
い

付
き
合
い
が
始
ま
り
、
が
っ
か
り

で
す
。

悲
し
か
っ
た
こ
と
は
、
11
月
に

充
電
式
サ
ン
ダ
ー
を
現
場
の
詰
所

の
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
最
初
に
サ
ン
ダ
ー

を
盗
ま
れ
、
2
日
後
に
充
電
器
を

盗
ま
れ
ま
し
た
。
汗
水
流
し
て
買

っ
た
人
の
物
を
盗
む
人
は
来
年
天

罰
が
当
た
る
と
思
い
ま
す
。

山田さん

【
多
摩
・
稲
城
・
主
婦
・
岩
武

佐
代
子
通
信
員
】
3
大
ニ
ュ
ー
ス

の
1
番
目
は
、
27
年
前
に
肺
ガ
ン

で
亡
く
な
っ
た
義
母
の
戦
時
中
の

く
ら
し
を
追
う
旅
。
津
和
野
女
学

校
の
時
に
呉
の
軍
事
工
場
で
学
徒

動
員
で
働
い
て
い
た
話
を
元
に
、

夫
と
訪
ね
て
み
た
。
油
に
ま
み
れ

た
毎
日
、
空
襲
で
逃
げ
回
っ
た
こ

と
、
朝
礼
で
「
き
の
こ
雲
」
を
見

た
話
な
ど
、
今
の
呉
市
の
海
に
浮

か
ぶ
艦
艇
を
眺
め
な
が
ら
、
よ
く

ぞ
逃
げ
延
び
て
く
れ
た
と
痛
感
し

た
。2

番
目
は
、
お
盆
の
墓
参
り
を

兼
ね
て
紀
伊
半
島
を
じ
っ
く
り
周

っ
て
み
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
は
通

過
路
だ
っ
た
が
、
待
っ
て
く
れ
る

母
も
亡
く
な
り
、
時
間
を
か
け
て

伊
勢
神
宮
、
二
見
ヶ
浦
、
大
島
、

潮
岬
、
ト
ル
コ
記
念
館
。
中
で
も

熊
野
の
丸
山
千
枚
田
は
絶
景
！

行
き
着
く
の
が
大
変
だ
っ
た
だ
け

に
感
動
も
ひ
と
し
お
。
母
の
命
日

の
お
か
げ
で
古
き
良
き
日
本
を
観

る
こ
と
が
で
き
て
、
心
が
ほ
っ
こ

り
し
た
旅
だ
っ
た
。

3
番
目
は
10
月
半
ば
の
こ
と
。

仕
事
終
了
の
夕
刻
、
夫
か
ら
の
メ

ー
ル
で
「
入
院
、
手
術
」
の
知
ら

せ
。
心
配
し
た
り
、
バ
タ
バ
タ
し

た
り
、
最
後
は
笑
っ
た
り
…
。
ラ

ッ
キ
ー
な
こ
と
が
重
な
り
今
で
は

元
気
に
。
来
年
の
お
正
月
も
皆
で

迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

【
三
鷹
武

蔵
野
・
建
具

・
佐
藤
肇
通

信
員
】
11
月

12
日
に
、
神

戸
に
い
る
姪

っ
子
が
め
で

た
く
結
婚
式

を
挙
げ
る
こ

と
に
な
り
、
招
待

さ
れ
て
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
広
島
で
、

大
半
の
人
は
新
幹

線
で
行
く
の
が
当

た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
が
、
鉄
道

マ
ニ
ア
と
し
て
は
寝
台
特
急
サ
ン

ラ
イ
ズ
瀬
戸
で
岡
山
ま
で
、
岡
山

か
ら
広
島
ま
で
は
普
通
列
車
で
3

時
間
。
と
い
う
わ
け
で
、
1
番
は
、

「
寝
台
特
急
瀬
戸
に
乗
車
し
た
」

で
し
た
。

2
番
は
、
せ
っ
か
く
広
島
ま
で

来
た
の
だ
か
ら
と
、
帰
り
に
昔
か

ら
大
林
監
督
の
映
画
な
ど
で
あ
こ

が
れ
て
い
た
尾
道
観
光
し
た
こ
と

で
す
。
1
時
間
並
ん
で
有
名
な
尾

道
ラ
ー
メ
ン
も
食
べ
ま
し
た
。

3
番
は
、
11
月
に
生
ま
れ
て
初

め
て
人
間
ド
ッ
グ
を
受
診
し
た
こ

と
で
す
。
今
年
節
目
検
診
と
い
う

こ
と
で
、
あ
ま
り
気
は
進
ま
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
日
帰
り
コ
ー
ス

を
受
け
た
と
こ
ろ
、
1
日
か
か
る

と
思
っ
て
い
た
の
が
、
午
前
中
で

終
わ
っ
た
の
で
、
電
車
で
本
川
越

ま
で
行
き
、「
小
江
戸
」を
観
光
。

お
か
げ
で
分
会
新
年
旅
行
の
下
見

も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岩武さん

佐藤（肇）さん

中西さん

電
動
自
転
車
に
感
動

２０１７年度の入賞紙決定

工
具
の
窃
盗
犯
に
天
罰
を

瀬戸で花嫁に会いに
帰りは憧れの尾道観光へ

子
育
て
終
了
に
寂
し
さ

シニアのバス旅行で親孝行
涙ながらで函館へ

初
の
税
務
調
査
に
組
合
が
頼
り

亡
き
義
母
を
辿
る
旅

夫
か
ら
の「
入
院
」メ
ー
ル
に

親
子
３
代
で
土
建
祭
り

健
診
で
飲
み
過
ぎ
注
意
さ
れ

分会機関紙等コンクール分会機関紙等コンクール


